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団 

長 

森岡分団  （35名）…森岡地区 

緒川分団  （35名）…緒川地区 

緒川新田分団（35名）…緒川新田地区 

石浜分団  （35名）…石浜地区 

生路分団  （35名）…生路地区 

藤江分団  （35名）…藤江地区 

本団    （８名） 

副
団
長 

１ 東浦町消防団の組織 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 水防資材 

資料：防災課（R7.4.1現在） 
 
 
 
 

自主防災 

組織名 
 
 
 
 
 
 

品名 

役
場
䥹
各
小
中
学
校
を
含
む
䥺 

森
岡
地
区
自
主
防
災
会 

森
岡
台
自
主
防
災
会 

緒
川
地
区
自
主
防
災
会 

緒
川
西
部
地
区
自
主
防
災
会 

新
田
地
区
自
主
防
災
会 

東
䣿
丘
自
治
会
自
主
防
災
会 

東
浦
葵
ノ
荘
団
地
自
主
防
災
会 

石
浜
東
地
区
自
主
防
災
会 

石
浜
中
自
主
防
災
会 

午
池
自
治
会
自
主
防
災
会 

東
浦
県
営
住
宅
自
治
会
自
主
防
災
会 

南
䣿
丘
自
主
防
災
会 

衣
浦
台
自
主
防
災
会 

生
路
地
区
自
主
防
災
会 

藤
江
地
区
自
主
防
災
会 

平
池
台
自
主
防
災
会 計 

倉庫 18 3 2 1 1 1 4 2 1 4 1 1 1 1 3 1 2 47 

土のう

(袋) 
2600 400 200 1300 400 

 

400 

 

250 400 400 400 800 400 400 100 300 186 400 9977 

ロープ

(本) 
49 18 23 43 6 6 11 5 22 12 3 23 4 6 15 25 5 108 

ビニール 

シート(枚)
4548 50 43 50 50 50 30 30 70 39 20 38 20 15 48 59 46 5206 

鉄線(㎏) 15 1              3  19 
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３ 水防器材 

資料：防災課（R7.4.1現在） 
 
 
 
 
 

自主防災 

組織名 
 
 
 
 
 
 
 
品 名 

役
場
䥹
各
小
中
学
校
を
含
む
䥺 

森
岡
地
区
自
主
防
災
会 

森
岡
台
自
主
防
災
会 

緒
川
地
区
自
主
防
災
会 

緒
川
西
部
地
区
自
主
防
災
会 

新
田
地
区
自
主
防
災
会 

東
䣿
丘
自
治
会
自
主
防
災
会 

東
浦
葵
ノ
荘
団
地
自
主
防
災
会 

石
浜
東
地
区
自
主
防
災
会 

石
浜
中
自
主
防
災
会 

午
池
自
治
会
自
主
防
災
会 

東
浦
県
営
住
宅
自
治
会
自
主
防
災
会 

南
䣿
丘
自
主
防
災
会 

衣
浦
台
自
主
防
災
会 

生
路
地
区
自
主
防
災
会 

藤
江
地
区
自
主
防
災
会 

平
池
台
自
主
防
災
会 計 

た こ 槌

（個） 
5                 5 

掛矢（丁） 10 4 2 3 2 3 3 2  3 1 3 1 2 2 1 1 43 

シャベル

（丁） 
34 6 19 22 10 11 12 5 11 10 2 8 2 2 18 16  188 

のこぎり

（丁） 
84 5 14 20 10 15 17 10 14 13 5 15 10 2 16 14 8 272 

おの（丁） 21 5 4 10 4 4 6 1 8 4 1 4 2 1 5 8 1 89 

なた・かま

（丁） 
7 2 29 4    2  5        49 

ペ ン チ

（丁） 
3  4 1 1 1  1   1 1  1   1 15 

つるはし

（丁） 
9 5 2 10 6 4 6 2 6 2 1 4 1 1 6 8 1 74 

ハンマー

（丁） 
10 5 5 1 1 3  2   1 1 1 1 1 1  33 

ｸﾘｯﾊﾟ－

（丁） 
3 1  1 1 1    4 2 1   1  1 16 

照 明 具

（台） 
28 2 5 4 2 2 5 1 2 1  1 4 1 2 7 1 68 

発 電 機

（台） 
7 3 3 1 1 1 5 1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 33 
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４ 無線通信施設 

資料：防災課（R7.4.1現在） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛
知
県
防
災
行
政
無
線
局
䥹
固
定
局
䥺 

東浦町防災行政無線局（移動系） 東浦町防災行政無線局（同報系） 

  

陸
上
移
動
局
５
ｗ
䥹
携
帯
型
・
可
搬
型
䥺 

 

固
定
局
䥹
５
ｗ
䥺 

 
戸
別
受
信
局 

１局 １局 ７局 31局 21局 １局 14局 8,947台 

0.1 

屋
外
拡
声
子
局
䥹
１
ｗ
／ 

 

ｗ
䥺 

10 

陸
上
移
動
局 

 

ｗ
䥹
携
帯
型
・
可
搬
型
䥺 

10 

陸
上
移
動
局 

 

ｗ
䥹
車
載
兼
携
帯
型
䥺 

10 

基
地
局 

 

ｗ
䥹
専
用
波
䣍
広
域
波
䥺 
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５ 河川 

（１）県管理 

河 川 名 
左右 

岸別 
位 置 ・ 地 名 

延長 

（ｍ） 

重

要

度 

選定理由 
適 用 

（水防工法） 

須 賀 川 左 
1.2ｋ～1.3ｋ＋50ｍ 

東浦町大字藤江（藤江橋～蕨橋） 
150 Ｂ 

堤防断面

不足 

杭打 

積土のう工 

須 賀 川 右 
1.2ｋ～1.3ｋ＋50ｍ 

東浦町大字藤江（藤江橋～蕨橋） 
150 Ｂ 

堤防断面

不足 

杭打 

積土のう工 

明徳寺川 左 
0.1ｋ＋50ｍ～0.1ｋ＋70ｍ 

東浦町大字石浜（水門上流） 
20 Ｂ 

堤防高不

足 
積土のう工 

明徳寺川 右 
0.1ｋ＋50ｍ～0.1ｋ＋70ｍ 

東浦町大字石浜（水門上流） 
20 Ｂ 

堤防高不

足 
積土のう工 

※ 位置欄の数値は河口からの距離を示す。 
※ 重要度欄の「Ａ」は水防上最も重要な区間を、「Ｂ」は次に重要な区間を、「Ｃ」はやや危険

な区間をいう。 
 
（２）町管理 

河 川 名 
左右 

岸別 
地     名 

延長 

（ｍ） 
重要度 選定理由 

適  用 

（水防工

法） 

大府江川 右 
東浦町大字緒川 

（五ケ村川合流点上流） 
1,100 Ｂ 堤防断面不足 積土のう工 

大府江川 左 
東浦町大字緒川 

（五ケ村川合流点上流） 
1,100 Ｂ 堤防断面不足 積土のう工 

新 池 川 右 
東浦町大字緒川 

（緒川新池余水吐上流） 
430 Ｂ 堤防断面不足 積土のう工 

資料：土木管理課 
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６ 防災重点ため池 

決壊した場合に人家や公共施設などに甚大な被害を及ぼす恐れのあるため池 

池 名 所 在 地 貯水量 千ｍ3 

大池 東浦町大字森岡字飯喰場100-1 28.7  

杉之内池 東浦町大字森岡字杉ノ内15-1 7.5 

上申ヶ池 東浦町大字森岡字下申間10-1 15.2 

下申ヶ池 東浦町大字森岡字下申間11-1 14.0 

二ツ池 東浦町大字森岡字二ツ池37 5.8 

馬池 東浦町大字緒川字実盛山45-1 17.9 

緒川新池 東浦町大字緒川字大草34 64.4 

下鰻池 東浦町大字緒川字鰻池1-1 13.1 

明覚池 東浦町大字緒川字鈴栗１区2 47.8 

明治池 東浦町大字緒川字明治111-1 18.3 

本坪池 東浦町大字緒川字東本坪1-1 10.0 

上ノ池 東浦町大字緒川字西地獄4-1 6.6 

雁狭間池 東浦町大字緒川字雁狭間1-1 14.0 

新左田池 東浦町大字緒川字新左田2-1 20.3 

下三ツ池 東浦町大字石浜字丁田20-2 10.0 

上三ツ池 東浦町大字石浜字三ツ池1 12.0 

菰蓋池 東浦町大字石浜字菰蓋86-1 16.3 

田之助池 東浦町大字石浜字田之助1-1 5.6 

黒鳥池 東浦町大字石浜字平鳥118 10.0 

藤仙坊池 東浦町大字石浜字藤仙坊2-1 20.4 

午池 東浦町大字石浜字午池7-1 16.0 

泉ヶ池 東浦町大字生路字狭間98-1 12.0 

新々池 東浦町大字藤江字奥蕨25 35.0 

黒根池 東浦町大字藤江字西黒根29 110.0 

立合池５号 東浦町大字緒川字立合池39 7.0 

下蛭藻池 東浦町大字緒川字蛭藻池26-1 12.0 

飛山池 東浦町大字石浜字飛山池上1-1 43.0 

北赤坂池 東浦町大字緒川字北赤坂４ 1.3 

切池 東浦町大字生路字弁財123-2 8.0 

資料：土木管理課 
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７ 水門 

河川海岸名 名称 所在地 構    造 管理者 

須賀川 
須賀川 

樋門 

東浦町大字藤江

字川北 
鋼製ローラーゲート（エンジン） 愛知県（建設） 

豆搗川 
豆搗川 

樋門 

東浦町大字石

浜・生路 
鋼製ローラーゲート（エンジン） 愛知県（建設） 

明徳寺川 
明徳寺川 

樋門 
東浦町大字石浜 鋼製ローラーゲート（エンジン） 愛知県（建設） 

五ヶ村川 
五ヶ村川 

樋門 

東浦町大字緒川

字流作 
鋼製ローラーゲート（電動） 愛知県（建設） 

東浦海岸 
成実新田 

排水樋門 

東浦町大字石浜

字成実新田・六

ノ切 

前面プラスティック扉水位差ス

イングゲート 

背面ステンレス扉手動スルース

ゲート 

愛知県（農水） 

衣浦港 

海岸 

新々田 

排水樋門 

東浦町大字生路

字新々田 

前面ステンレス扉水位差スイン

グゲート 

背面ステンレス扉手動スルース

ゲート 

愛知県（農水） 

衣浦港 

海岸 

鍋屋新田 

排水樋門 

東浦町大字藤江

字鍋屋新田 

前面ステンレス扉水位差スイン

グゲート 

背面ステンレス扉電動巻上式ス

ルースゲート 

愛知県（農水） 

衣浦港 

海岸 

亥子新田 

排水樋門 

東浦町大字藤江

字亥子新田 

前面ステンレス扉水位差スイン

グゲート 

背面鉄扉手動スルースゲート 

愛知県（農水） 

衣浦港 

海岸（洲の

崎東浦地

区） 

防潮樋門 
東浦町大字藤江

字南栄町 

スルースゲート １門 

マイターゲート ２門 
東浦町 

資料：土木管理課 
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８ 排水機場 

河川海岸名 名称 所在地 構    造 管理者 

五ヶ村川 
五ヶ村川第一 

排水機場 

東浦町大字緒川

字北新田 

φ1,000ｍｍ×130KW １台 

φ1,350ｍｍ×221KW １台 
町 

五ヶ村川 
辰新田 

排水機場 

東浦町大字緒川

字辰新田一区 
φ500ｍｍ×22KW   １台   町 

五ヶ村川 
緒川第二 

排水機場 

東浦町大字緒川

字東新町 

φ700ｍｍ×45KW   １台 

φ600ｍｍ×37KW   １台 
町 

五ヶ村川 
成実新田 

排水機場 

東浦町大字石浜

字北成実 

φ1,000ｍｍ×120KW １台 

φ1,200ｍｍ×147KW １台 
町 

東浦海岸 石浜排水機場 
東浦町大字石浜

字南成実 
φ350ｍｍ×15KW   １台 町 

東浦海岸 生路排水機場 
東浦町大字生路

字新々田 
φ700ｍｍ×55KW   １台 

φ1,000ｍｍ×96KW  １台 
町 

東浦海岸 
鍋屋新田 

排水機場 

東浦町大字藤江

字稲栄二区 
φ1,200ｍｍ×170KW １台 

φ700ｍｍ×55KW   １台 
町 

境  川 
村木江川 

排水機場 

東浦町大字緒川

字流作 

φ1,200ｍｍ×147KW １台 

φ800ｍｍ×75KW   １台 
町 

東浦海岸 南栄排水機場 
東浦町大字藤江

字皆栄新田 

φ600ｍｍ×37KW   １台 

φ900ｍｍ×88KW   １台 
町 

資料：土木管理課 

 

９ ポンプ場 

河川海岸名 名称 所在地 構    造 管理者 

東浦海岸 藤江ポンプ場 
東浦町大字藤江字

亥子新田 

φ900ｍｍ×150KW  ３台 

φ700ｍｍ×90KW   １台 
町 

五ヶ村川 緒川ポンプ場 
東浦町大字緒川字

旭 
φ1,200ｍｍ×280KW ２台 町 

石ヶ瀬川 森岡ポンプ場 
東浦町大字森岡字

栄北 

φ700ｍｍ×97KW  １台 

φ700ｍｍ×101KW  ３台 
町 

資料：水循環管理課 
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10 河川水防警報発表様式 

川 準 備 ・ 出 動 ・ 情 報 ･解 除 水防警報 第  号 
 愛知県  建設事務所  発表 

令和  年  月  日   時   分 

(現況) 

1-1 
時  分現在       水位観測所では        ｍで、 

           水位               上昇している。 

1-2 水位観測所では最高水位に達したと思われる。 

1-3 
水位観測所の水位は、  時  分の    ｍを最高とし、 

      下降している。 

1-4 
   時  分現在      水位観測所の水位は、 

          水位を下回り、            下降している。  

２ 上流の   ダムの放流量は    時   分現在   ㎥/sである。 

３ 流域の雨量は、     時現在   観測所で   ｍｍに達している。 

(予想) 

４ 
地方気象台   時   分の発表によれば、  日  時から 

  日    時までの降水量は多い所で   ｍｍ（24時間）の見込みである。 

５ 
  時   分発表の    洪水予報  号によれば、  水位観測所 

の水位は   時に   ｍになる見込み。 

(被害) 

６       地先では浸水が発生しているとの情報がある。 

７ 
 

(指示) 

８ 本地区の水防団は                      されたい。 

９ 本地区の水防警報を解除する。 

(補足) 10 
 

 月  日  時  分時点の水位（量水標の読み   ｍ） 

水防警報・洪水予報の発表状況 

観測所 現在水位 

水防団待

機（通

報）水位 

氾濫注意

（警戒）

水位 

出動水位 
避難判断

水位 

氾濫危険

危険水位 

計画高

水位 
洪水 

予報 

川  

水防 

警報 

          

          

          

（注意事項） 

・ 水位の情報は最新のものを確認すること 

インターネット https://www.river.go.jp/ 

https://www.kasen-aichi.jp/ 

・ 河川施設に異常を発見したら、問い合わせ先に連絡すること 

問合せ先 

 愛知県   建設事務所 

 ○○課 ○○○○－○○－○○○○ 
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11 海岸水防警報発表受報様式（準備・出動・情報） 

高潮水防警報 第＿号 （準備・出動・情報）※○で囲む 

令和＿＿年＿＿月＿＿日＿＿時＿＿分      愛知県＿＿＿＿建設事務所長発表 

高潮水防警報発令市町村（○を付した市町村） 

名古屋市 弥富市 飛島村 半田市 常滑市 東海市 知多市 東浦町 南知多町 美浜町 

          

武豊町 西尾市 碧南市 刈谷市 高浜市 豊橋市 豊川市 蒲郡市 田原市  

          

 ※管内全ての市町村に送付しています。 

名古屋地方気象台は、 月 日 時 分、上記地域の高潮（注意報・警報）を発表しました。 

準備 

各市町村の最高潮位予測は次のとおりです。 

名古屋市 標高＿＿＿ｍ・弥富市 標高＿＿＿ｍ・飛島村 標高＿＿＿ｍ 

半田市 標高＿＿＿ｍ・常滑市 標高＿＿＿ｍ・東海市 標高＿＿＿ｍ 

知多市 標高＿＿＿ｍ・東浦町 標高＿＿＿ｍ・南知多町 標高＿＿＿ｍ 

美浜町（伊勢湾） 標高＿＿＿ｍ・美浜町（知多湾） 標高＿＿＿ｍ 

武豊町 標高＿＿＿ｍ・西尾市 標高＿＿＿ｍ・碧南市 標高＿＿＿ｍ 

刈谷市 標高＿＿＿ｍ・高浜市 標高＿＿＿ｍ・豊橋市（三河湾） 標高＿＿＿ｍ 

豊橋市（外海） 標高＿＿＿ｍ・豊川市 標高＿＿＿ｍ・蒲郡市 標高＿＿＿ｍ 

田原市（三河湾） 標高＿＿＿ｍ・田原市（外海） 標高＿＿＿ｍ 

東浦町の最高潮位予測は標高      ｍです。 

水防の準備に入り、厳重に警戒してください。 

出動 

各市町村の最高潮位予測は次のとおりです。 

名古屋市 標高＿＿＿ｍ・弥富市 標高＿＿＿ｍ・飛島村 標高＿＿＿ｍ 

半田市 標高＿＿＿ｍ・常滑市 標高＿＿＿ｍ・東海市 標高＿＿＿ｍ 

知多市 標高＿＿＿ｍ・東浦町 標高＿＿＿ｍ・南知多町 標高＿＿＿ｍ 

美浜町（伊勢湾） 標高＿＿＿ｍ・美浜町（知多湾） 標高＿＿＿ｍ 

武豊町 標高＿＿＿ｍ・西尾市 標高＿＿＿ｍ・碧南市 標高＿＿＿ｍ 

刈谷市 標高＿＿＿ｍ・高浜市 標高＿＿＿ｍ・豊橋市（三河湾） 標高＿＿＿ｍ 

豊橋市（外海） 標高＿＿＿ｍ・豊川市 標高＿＿＿ｍ・蒲郡市 標高＿＿＿ｍ 

田原市（三河湾） 標高＿＿＿ｍ・田原市（外海） 標高＿＿＿ｍ 

東浦町の最高潮位予測は標高      ｍです。 

海岸堤防を巡視・警戒し、防潮扉等の管理、操作に万全を期してください。 

情報  

受報日時 受報者 

 月  日 

  時  分 
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12 海岸水防警報発表様式（解除） 

高潮水防警報 第＿号 （解除） 

 

令和＿＿年＿＿月＿＿日＿＿時＿＿分 

愛知県＿＿＿＿建設事務所長発表 

 

名古屋地方気象台は、  月  日  時  分、 

下記地域の高潮（注意報・警報）を解除しました。 

 
（○を付した市町村） 

名古屋市 弥富市 飛島村 半田市 常滑市 東海市 知多市 東浦町 南知多町 美浜町 

          

武豊町 西尾市 碧南市 刈谷市 高浜市 豊橋市 豊川市 蒲郡市 田原市  

          

 

したがって、上記地域の高潮水防警報（準備）・（出動）を解除します。 

 

受報日時 受報者 

 月  日 

  時  分 
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13 津波情報様式 

愛知県＜津波＞水防警報  第  号 

 
令和  年  月  日   時   分 

愛 知 県 水 防 本 部 長 発 表  
気象庁は、  月  日  時  分に 

 

愛知県外海 

津波注意報 

津波警報 

大津波警報 

伊勢・三河湾 

津波注意報 

津波警報 

大津波警報 

 
       発 表 

 を         しました。 
  解 除 

 
 

１ 

 

沿岸部及び河川河口部では、津波による急激な潮位・水位上昇のおそれがあります。 

本地区の水防団等は、気象庁・名古屋地方気象台の地震・津波情報に留意し、安全を確

保できると判断される範囲で水防活動に従事してください。 

（安全が確保できない場合は待機・避難すること） 

なお、今後とも気象庁の発表する地震・津波情報に十分に注意し、万全を期すととも

に厳重に警戒してください。 

２ したがって、同地域の「津波水防警報」を解除します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 受報日時 受報者 

 月  日 
  時  分 
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津波到達までに時間的余裕がある場合は、以下の情報も送付する 

 
県内の津波到達予想時刻、予想される津波の高さ、各地点の満潮位は次のとおりです。 

 
○津波到達予想時刻 

津波予報区 月  日 時 刻 

伊勢湾・三河湾 月  日 時   分 

 
○予想される津波の高さ 

津波予報区 予想される高さ 

伊勢湾・三河湾 ｍ 

 
○各地点の満潮位 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予報区 地 点 月 日 時 刻 

伊勢湾・ 
三河湾 

名古屋港 
  月  日 
  月  日 

     時   分 
     時   分 

衣浦港 
  月  日 
  月  日 

     時   分 
     時   分 

三河港 
  月  日 
  月  日 

     時   分 
     時   分 

一色 
  月  日 
  月  日 

     時   分 
     時   分 
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14 洪水予報発表文例 

愛知県境川水系 境川・逢妻川洪水予報 第１号 

洪 水 注 意 報 （ 発 表 ） 

令和 〇〇年 〇〇月 〇〇日〇〇時〇〇分 

愛知県知立建設事務所・名古屋地方気象台 共同発表 

 

（見出し） 

【警戒レベル２相当情報[洪水]】愛知県境川水系 境川・逢妻川では、氾濫危険水 

       位に到達し、今後、水位はさらに上昇する見込み 

（主 文） 

【警戒レベル２相当】境川の泉田水位観測所（刈谷市）では、「氾濫危険水位」に到達し、 

今後、水位はさらに上昇する見込みです。洪水に関する情報に注意して下さい。 

 

【警戒レベル２相当】境川の一ツ木水位観測所（刈谷市）では、「氾濫危険水位」に到達し、 

今後、水位はさらに上昇する見込みです。洪水に関する情報に注意して下さい。 

（雨量） 

   多いところで１時間に〇〇ミリの雨が降っています。 

   当分この状態が続くでしょう。 

流域 
〇日〇時〇分～〇日〇時〇分 

までの流域平均雨量 

〇日〇時〇分～〇日〇時〇分 

までの流域平均雨量の見込み 

境川・逢妻川流域 〇〇ミリ 〇〇ミリ 

（水位） 

愛知県境川水系 境川・逢妻川の水位観測所における水位は次のとおりと見込まれます。 

観測所名 

水位危険度  レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ 

水位（ｍ） 
 

泉田 

水位観測所 

（刈谷市） 

〇日〇時〇分の状況 〇〇.〇      

〇日〇時〇分の予測 〇〇.〇      

〇日〇時〇分の予測 〇〇.〇      

       

泉田 

水位観測所

（刈谷市） 

〇日〇時〇分の状況 〇〇.〇      

〇日〇時〇分の予測 〇〇.〇      

〇日〇時〇分の予測 〇〇.〇      

       

   水位のグラフは各水位間を按分したものです。 

   水位危険度レベル４については、氾濫危険水位と計画高水位を按分しており、氾濫危険水 

位＝計画高水位の場合は最大になります。 

 

水防団

待機 
氾濫

注意 
避難

判断 
氾濫

危険 
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（注意事項） 

（参考資料） 

（単位：水位(ｍ)） 

観測所 
泉田水位観測所 一ツ木水位観測所  

刈谷市 刈谷市  

レベル４水位 

氾濫危険水位※ 
5.20 4.80 

 

レベル３水位 

避難判断水位※ 
4.65 4.00 

 

レベル２水位 

氾濫注意水位 
3.85 3.35 

 

レベル１水位 

水防団待機水位 
3.10 2.70 

 

受け待ち区間 

境川 逢妻川  

左岸 刈谷市 

右岸 豊明市、大府市、

東浦町 

  

氾濫が発生した場合

の浸水想定区域 

愛知県刈谷市— 

愛知県大府市— 

愛知県豊明市— 

愛知県知多郡東浦町— 

愛知県刈谷市— 

愛知県豊田市— 

愛知県知立市— 

 

 

※避難判断水位、氾濫危険水位：水位観測所受け待ち区間内の第１位危険個所の避難判断

水位・氾濫危険水位を水位観測所に換算した水位です。 

 

水位危険度レベル 水位 求める行動の段階 

レベル５ 氾濫の発生以降 氾濫水への警戒を求める段階 

レベル４ 
氾濫危険水位から氾濫発

生まで 

いつ氾濫してもおかしくない状態 

避難等の氾濫発生に対する対応を求める段階 

レベル３ 
避難判断水位から氾濫危

険水位まで 

避難準備などの氾濫発生に対する警戒を求める

段階 

レベル２ 
氾濫注意水位から避難判

断水位まで 
氾濫の発生に対する注意を求める段階 

レベル１ 
水防団待機水位から氾濫

危険水位まで 
水防団が大勢を整える段階 

 

「雨量」「水位」等の情報は、下記のサイトからもご覧いただけます。 

愛知県川の防災情報 

気象庁ホームページ 

パソコンから 携帯電話・スマホから 

https//www.kasen-aichi.jp/ 

https://www.jma.go.jp/ 

https//www.kasen-aichi.jp/fp/ 

https://www.kasen-aichi.jp/sp/ 

 

（問い合わせ先） 

水位関係：知立建設事務所  維持管理課  電話：0566-82-3111 

気象関係：気象庁 名古屋地方気象台  電話：052-751-0909 
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15 水位情報等発表文例 

○級○○川水系○○川 避難判断水位到達情報 

令和○年○○月○○日○○時○○分 

愛知県○○建設事務所 

【主文】 

【警戒レベル３相当情報［洪水］】○○川は、○○時○○分に、○○観測所で、避難

判断水位○．○ｍに達しました。 

各地とも厳重な警戒をしてください。 
 

（注）本書は、「洪水予報の発表及び水位周知河川における水位到達情報の発表について（令和 3 年 3 月

18 日付け水管理・国土保全局河川環境課河川保全企画室企画専門官他事務連絡）に基づき、避難判

断水位に到達した旨を、愛知県知事（愛知県○○建設事務所長）から水防管理団体（市町村等）及び関

係機関に対して通知するものです。 

 

（参考） 

○○川 ○○観測所（○○市○○町 ○岸○k○○付近） 

堤 防 高    ○．○ｍ  

氾 濫 危 険 水 位 

（洪水特別警戒水位）  ○．○ｍ ＊洪水により氾濫の起きるおそれがある水位 

（避難指示の目安となる水位） 

避 難 判 断 水 位    ○．○ｍ ＊洪水による災害の発生を特に警戒すべき水位 

 

 

（河川の水位イメージ） 

 

 

 

（問合わせ先） 

愛知県○○建設事務所 維持管理課 電話○○○―○○○―○○○ 

 
 

避難判断水位【警戒レベル３相当】 

氾濫危険水位（洪水特別警戒水位）【警戒レベル４相当】 

氾濫注意水位【警戒レベル２相当】 

堤防高 

氾濫発生【警戒レベル５相当】 
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○級○○川水系○○川 避難判断水位（相当）到達情報 

令和○年○○月○○日○○時○○分 

愛知県○○建設事務所 

【主文】 

【警戒レベル３相当情報［洪水］】○○川は、○○時○○分に、○○危機管理型水位

計で○．○ｍに達しました。この水位は、○○観測所（欠測中）における避難判断水位

○．○ｍに相当します。 

各地とも厳重な警戒をしてください。 
 

（注）本書は、避難判断水位に相当する水位に到達した旨を、愛知県知事（愛知県○○建設事務所長）から

水防管理団体（市町村等）及び関係機関に対して通知するものです（「洪水予報の発表及び水位周知河

川における水位到達情報の発表について（令和 3 年 3 月 18 日付け水管理・国土保全局河川環境課河

川保全企画室企画専門官他事務連絡）参照）。 

 

（参考） 

○○川 ○○観測所（○○市○○町 ○岸○k○○付近） 

【○○川 ○○危機管理型水位計（○○市○○町 〇岸〇ｋ○○付近 ※欠測時の読替】 

堤 防 高    ○．○ｍ  

氾 濫 危 険 水 位 

（洪水特別警戒水位）  ○．○ｍ ＊洪水により氾濫の起きるおそれがある水位 

【〇．〇ⅿ】 （避難指示の目安となる水位） 

避 難 判 断 水 位    ○．○ｍ ＊洪水による災害の発生を特に警戒すべき水位 

              【〇．〇ⅿ】 

 

（河川の水位イメージ） 

 

 

 

（問合わせ先） 

愛知県○○建設事務所 維持管理課 電話○○○―○○○―○○○ 

避難判断水位【警戒レベル３相当】 

氾濫危険水位（洪水特別警戒水位）【警戒レベル４相当】 

氾濫注意水位【警戒レベル２相当】 

堤防高 

氾濫発生【警戒レベル５相当】 
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16 高潮氾濫発生情報発表文例 

三河湾・伊勢湾沿岸 高潮氾濫発生情報 

（警戒レベル５相当情報[高潮]） 

 

令和○年○○月○○日○○時○○分 

愛知県建設局河川課 

 

【主文】 

【警戒レベル５相当情報［高潮］】三河湾・伊勢湾沿岸は、○○時○○分に、天白川河口水位観

測所で、高潮特別警戒水位(高潮氾濫発生情報発表基準)TP2.3mに達しました。 

各地とも厳重な警戒をしてください。 

 

（注）本書は、三河湾・伊勢湾沿岸で水防法第１３条の３の規定に基づき、高潮特別警戒水位に

到達した旨を、愛知県知事（愛知県建設局河川課長）から水防管理団体（市町村等）及び関係

機関に対して通知するとともに、同法第１３条の４の規定に基づき、同旨を関係市町村長に

対して通知するものです。 

 

（参考） 

三河湾・伊勢湾沿岸 天白川河口水位観測所（東海市南柴田町） 

 

高潮特別警戒水位    TP2.30m 

 

（水位イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問合わせ先） 

愛知県建設局河川課 電話 052-954-6552 

 

 

 

 

 

 

 

 

堤防天端

設計高潮位 

高潮特別警戒水位 
【警戒レベル５相当情報[高潮]】 

高潮警戒水位 
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17 高潮警戒情報発表文例 

三河湾・伊勢湾沿岸 高潮警戒情報 

 

令和○年○○月○○日○○時○○分 

愛知県建設局河川課 

 

【主文】 

三河湾・伊勢湾沿岸は、○○時○○分に、一色水位観測所で、高潮警戒水位TP1.9mに

達しました。 

各地とも水位を注視し警戒をしてください。 

 

（注）本書は、三河湾・伊勢湾沿岸で高潮警戒水位に到達した旨を、愛知県知事（愛知県建設局河川

課長）から水防管理団体（市町村等）、関係機関及び関係市町村長に対して情報提供するものです。 

 

（参考） 

三河湾・伊勢湾沿岸 一色水位観測所（西尾市一色町） 

 

高潮警戒水位    TP1.90m 

 

 

（水位イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問合わせ先） 

愛知県建設局河川課 電話 052-954-6552 

 

 

 

 

 

堤防天端

設計高潮位 

高潮特別警戒水位 
【警戒レベル５相当情報[高潮]】 

高潮警戒水位 今回情報 
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18 高潮氾濫発生情報解除文例 

三河湾・伊勢湾沿岸 高潮氾濫発生情報 

（警戒レベル５相当情報[高潮]）解除 
 

令和○年○○月○○日○○時○○分 

愛知県建設局河川課 

 

【主文】 

【警戒レベル５相当情報［高潮］解除】三河湾・伊勢湾沿岸は、○○時○○分に、天白

川河口水位観測所で、高潮特別警戒水位(高潮氾濫発生情報発表基準)TP2.3mを下回りま

した。 

 

（注）本書は、三河湾・伊勢湾沿岸で高潮特別警戒水位を下回り、今後、気象状況等から水位上昇す

るおそれがない旨を、愛知県知事（愛知県建設局河川課長）から水防管理団体（市町村等）、関係

機関及び関係市町村長に対して通知するものです。 

 

（参考） 

三河湾・伊勢湾沿岸 天白川河口水位観測所（東海市南柴田町） 

 

高潮特別警戒水位    TP2.30ｍ 

 

（水位イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問合わせ先） 

愛知県建設局河川課 電話 052-954-6552 
 
 
 

【今回情報】 
気象状況等から、今後、水位上昇するおそれがな
いこと、氾濫又は浸水が、発生・拡大するおそれ
がないことを確認した場合 

設計高潮位 

高潮特別警戒水位 
【警戒レベル５相当情報[高潮]】 

高潮警戒水位 

堤防天端 
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19 水門、樋門及び陸閘の管理要領 

水門、樋門及び陸閘の管理要領 

（目的） 

第１ この要領は、知事が管理する沿岸部の水門、樋門及び陸閘（ただし、別に管理方法を定め

ている施設を除く。）の管理方法を定め、適正な管理を行うことを目的とする。 

 

（対象施設） 

第２ この要領における対象施設は次の各号の施設とする。 

（１）水門 

（２）樋門（樋管を含む） 

（３）陸閘（角落しを含む） 

 

（操作） 

第３ 水門、樋門及び陸閘の操作については、別に定める「水門、樋門及び陸閘の操作規則」に

よるものとし、原則として地元市町村長に委託するものとする。 

 

（委託に要する費用） 

第４ 水門及び樋門の委託に要する費用は、受託者と協議のうえ決定し支払うものとし、陸閘に

ついては無償とする。 

 

（定期検査及び維持修繕） 

第５ 水門、樋門及び陸閘の定期検査及び維持修繕は、知事が行うものとする。 

 

（通知の廃止） 

第６ 平成２３年４月１日付け「樋門、水門、防潮扉及び角落しの管理要領について（通知）」は

廃止する。 

 

（施行期日） 

第７ この要領は、平成３１年４月１日から施行する。 

なお、この要領の施行の日以後、改訂後の要領及び別に定める「水門、樋門及び陸閘の操作規

則」に基づく操作委託契約がなされるまでの間においては、改訂前の要領によるものとみなす。 
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20 水門、樋門及び陸閘の操作委託契約書 

水門、樋門及び陸閘の操作委託契約書 

委託者愛知県知事（以下「甲」という。）と受託者東浦町長（以下「乙」という。）は、次

のとおり委託契約を締結する。 

（目的） 

第１条 この契約は、津波、高潮等災害時において、背後地を防護し、もって背後地域の生命、

財産を防護し、災害に対する防災・減災を図るため、第２条に定める施設を対象に、甲及び乙

が実施すべき開閉操作等について定めたものである。 

（対象とする施設） 

第２条 本契約における操作施設は、別表 対象施設一覧表に記載の施設のうち施設管理者が知

多建設事務所とする。 

（委託業務） 

第３条 甲は、前条に定める操作施設の管理及び操作に関する次の業務（以下「委託業務」とい

う。）を乙に委託し、乙は、これを受託する。 

一 津波、高潮等の発生が予測される場合の操作施設の開閉操作にかかる業務 

二 平常時における操作施設の点検・訓練にかかる業務 （連絡体制等の届出） 

（委託業務の実施） 

第４条 甲乙両者は、信義を重んじ、誠実にこの契約を履行しなければならない。 

２ 委託業務は、「水門、樋門及び陸閘の操作規則」及び「水門、樋門及び陸閘の運用規程」（以

下「操作規則等」という。）に基づき実施する。 

３ 操作規則等に定めのない事項については、本契約に基づき実施する。 

（委託料） 

第５条 この委託に伴う経費は、甲、乙協議の上、別に定めるものとする。 

（操作施設の操作） 

第６条 乙は、操作規則等に定められた基準に従い、操作施設の操作を行うものとする。 

ただし、第１０条の規定に従い退避するなど、操作員の安全を確保するためやむを得ない場合

は、この限りでない。 

２ 前項に関わらず、甲は、操作施設の操作に必要があると認めたときは、甲乙協議の上、乙に

操作を指示することができる。 

３ 乙は、運用規程第４条第２項各号及び同条第４項の規定に関わらず、次の各号に該当する場

合は、警報等を注意報に読み替えるものとする。 

一 別表 対象施設一覧表の施設のうち、備考欄に高潮の記載がある施設について、高潮注意

報が発令された場合 

二 別表 対象施設一覧表の施設のうち、備考欄に津波の記載がある施設について、津波注意

報が発令された場合 

４ 乙は、操作員の安全確保のためやむ得ない場合を除き、操作完了後速やかに甲に対し、様式
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１異常気象時における樋門等操作報告書により報告するものとする。また、水防活動等で支

障をきたさないよう、必要に応じて関係機関（警察署、消防署等）への連絡に努めるものと

する。 

（施設の点検） 

第７条 甲及び乙は、操作施設の正常な機能を保持するため、原則として、毎年度出水期（６月

から10月）前までに、甲、乙立会のうえ点検（作動確認）を行うとともに、乙は毎年５回以上、

点検（作動確認、目視点検等）を行うものとする。この点検期間は出水期を基本とするが、渇

水期の点検を妨げるものではない。 

２ 乙は、前項の操作を行ったときは、操作内容を様式２樋門等操作報告書により、操作後速や

かに甲に報告するものとする。 

３ 甲は、前項で施設の異常等の報告を受けたときは、甲乙協議の上、修繕若しくは応急措置を

講ずる等操作に支障をきたさないよう努めるものとする。 

４ 乙は第１項の点検結果を記録し、甲乙両者がそれぞれ適切に保管するものとする。 

（定期検査及び維持修繕） 

第８条 操作施設の定期検査及び維持修繕は、甲が行うものとする。 

２ 甲は、操作施設の備品について、定期的またはその必要が生じた際、補充・交換を行う。 

（連絡体制等の届出） 

第９条 乙は、対象施設の操作を適正に行うため、操作員との連絡体制及び行動内容（以下、「連

絡体制等」という。）を定めるものとし、様式３連絡体制等届出書により、契約締結後速やか

に甲に届け出るものとする。連絡体制等に変更があった場合も同様とする。 

（操作員の安全確保） 

第10条 甲及び乙は、施設操作に際して、操作員の安全を確保する。 

２ 乙は、操作規則等及び第９条で定めた連絡体制等に基づき、操作員の安全を確保した上で、

施設の操作等に従事させなければならない。 

３ 乙は、気象情報や現場の情報等から、施設の操作等が安全に行えないと判断した場合は、操

作員に施設の操作等は行わせず、速やかに安全な場所へ退避させるものとする。 

４ 甲は、閉鎖指示をした後であっても、施設の操作等が安全に行えないと判断した場合は、乙

に対し避難を指示する。 

５ 乙は、第３項及び前項に基づき操作員を避難させたときは、様式４避難完了報告書により、

速やかに甲に報告するものとする。 

（損害賠償責任） 

第11条 甲は、乙が本契約書及び操作規則等に従って施設の操作を行う限り、施設の操作に関し

て背後地域に浸水が発生し、背後地域に立地する企業等の第三者が、施設や機材等の財産の損

傷・流出、人員の怪我や落命等の損害を受けた場合も、その損害の賠償を乙に請求することが

ないものとする。 

２ 甲は、乙が第６条の規定に基づき、操作員の安全確保のために施設の閉鎖操作を行わなかっ

た場合に、第三者が損害を受けた場合も、その損害の賠償を乙に請求することがないものと
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する。 

３ ただし、乙が責めを負うべき重大な過失があると認められる場合には、甲と乙により、協議

を行うものとする。 

（訓練の実施） 

第12条 乙は、操作施設の実地における訓練を、年に一度以上行うものとする。 

２ 前項の訓練は、第９条で届出のあった連絡体制等に基づき、現場にて施設の操作を行うとさ

れている操作員が参加したものでなければならない。 

３ 乙は、具体的な訓練の実施計画を定めた場合は、様式５訓練実施計画書により甲へ報告する

ものとする。 

４ 乙は、訓練実施結果について、様式６訓練実施結果報告書により甲へ報告するものとする。 

（調査等） 

第13条 甲は、必要があると認めるときは、委託業務の処理状況等について調査を行い、若しく

は、乙に対して報告を求め、又は実地に調査することができる。 

（契約期間） 

第14条 この契約の有効期間は、契約締結の日から翌年３月３１日までとする。ただし、この

契約の有効期間が満了する日の１か月前までに甲又は乙において、特に申し出がないときは、

その後１年間引き続きその効力を有するものとする。以後同様とする。 

（定めのない事項の処理） 

第15条 この契約に定めのない事項、又はこの契約に疑義が生じたとき、若しくはこの契約の

変更の必要が生じたときは、甲、乙それぞれ協議して定めるものとする。 

（廃止事項） 

第16条 平成23年４月１日付けで取り交わした「樋門等の操作委託契約書」、「防潮扉等の操

作委託契約書」、「樋門及び防潮扉等の操作委託契約書」は、平成31年３月31日をもって廃

止する。 

この契約を証するため、契約書２通を作成し、甲、乙それぞれ１通を保管する。 

平成31年４月１日 

 

甲 委託者 愛知県知事 大村秀章 

 

乙 受託者 東浦町長  神谷明彦 
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21 水門、樋門及び陸閘等の操作規則 

水門、樋門及び陸閘の操作規則 

（定義） 

第一条 この操作規則において使用する用語は、特別の定めのある場合を除くほか、河川法（昭和三

十九年七月十日法律第百六十七号）、河川法施行令（昭和四〇年二月一一日政令第一四号）、河川

法施行規則（昭和四〇年三月一三日建設省令第七号）、海岸法（昭和三十一年五月十二日法律第百

一号）、海岸法施行令（昭和三十一年十一月七日政令第三百三十二号）及び海岸法施行規則（昭和

三十一年十一月十日農林省・運輸省・建設省令第一号）において使用する用語の例による。 

（目的） 

第二条 この操作規則は、「水門、樋門及び陸閘の管理要領」に基づき、知事が管理する操作施設の

適切な操作及び操作に従事する者の安全の確保を図るために必要な事項を定め、もって津波、高潮

等による被害の発生を防止することを目的とする。 

（陸閘の閉鎖状態の確保） 

第三条 陸閘については、車両等が通行する場合を除き、閉鎖状態を保つものとする。ただし、利用

状況その他の状況を勘案し閉鎖状態を保つことが著しく利便性を損なう施設であるときはこの限

りではない。 

（操作の態勢） 

第四条 操作に従事する者は、以下の場合に操作施設（常時閉鎖施設を除く。）の閉鎖操作態勢をと

る。 

一 操作施設の所在地に震度四以上の地震が観測されたとき。 

二 操作施設の所在地に津波注意報、津波警報又は大津波警報（以下「津波注意報等」という。）

が発表されたとき。 

三 操作施設の所在地に高潮注意報、高潮警報又は高潮特別警報（以下「高潮注意報等」という。）

が発表されたとき。 

四 海水の進入による被害の発生を防止するため必要と認められるとき。 

２ 操作に従事する者は、以下の場合に操作施設（常時閉鎖施設を除く。）の閉鎖操作態勢を解除

する。 

一 地震の観測後、津波が発生しないことが発表されたとき。 

二 操作施設の所在地の津波注意報等が全て解除されたとき。 

三 操作施設の所在地の高潮注意報等が全て解除されたとき。 

四 開門によって海水の進入による被害が発生しないと認められるとき。 

３ 前二項の規定にかかわらず、操作に従事する者の安全が確保されない場合は、閉鎖操作又は開

門操作を行わない。 

４ 第一項第四号及び第二項第四号の操作は、知事又は市町村長から操作に従事する者への指示を

行うものとする。 

５ 第一項及び第二項の規定に関して、操作施設ごとの操作基準は、必要に応じて別に定める。 

（操作の方法） 

第五条 操作の方法は、操作施設ごとに定められた手順並びに運用規程に基づき操作するものとする。 

２ 操作施設の操作は、２人以上の組で行うものとする。 

３ 操作施設は以下の留意事項に基づき操作することを基本とする。 

一 水門、樋門及び陸閘の閉鎖中は、原則として車両、人の通行及びいかなる船舶の運航も認め

ないものとする。 

二 陸閘の操作にあたっては、施設周辺の堤外地の利用者の避難を考慮すること。 

三 操作施設に不具合が生じ、閉鎖ができない場合は、速やかに操作を中止し、運用規程に基づ
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く次の操作行動（退避行動を含む。）に移るものとする。 

四 高潮時は、降雨時等における内水氾濫を防止するよう適切に水門及び樋門を操作するものと

する。 

五 その他の留意事項については、必要に応じて別に定める。 

４ 操作施設の操作を行う際は、操作の完了時に知事に報告するものとする。ただし、やむを得な

い事情により報告することができないときはこの限りでない。 

（操作に従事する者の安全の確保） 

第六条 操作に従事する者は、安全の確保のために以下により退避するものとする。 

一 津波発生時、操作に従事する者は、退避開始時刻を経過する前に、操作を完了又は中止し、

安全な場所に退避するものとする。なお、退避開始時刻は気象庁の発表する津波到達予想時刻

等を基に算出するものとする。 

二 高潮時、操作に従事する者は、気象状況等のため操作を安全に行えなくなる以前に操作を完

了し、安全な場所に退避するものとする。なお、水門等の操作を継続する必要がある場合も、

自己の安全確保を優先するものとする。 

２ 操作に従事する者は、出動前に、安全に操作・退避するための情報を確認するものとする。 

３ 操作に従事する者は、出動後は、安全に操作・退避するために、あらかじめ定められた連絡体

制のもとで活動するものとする。 

４ 前三項に定めるほか、操作に従事する者は、自身の安全が確保されないと判断する場合は、安

全な場所に退避するものとする。 

５ 操作に従事する者は、安全な場所に退避を完了した際は、直ちに知事に報告するものとする。

ただし、やむを得ない事情により報告することができないときはこの限りでない。 

６ 操作に従事する者が安全に操作・退避する際の参集場所及び退避場所並びに操作・退避に関す

る設定時間は、別に定める。ただし、退避経路の支障その他の災害時の状況によっては、この限

りではない。 

（施設の操作の訓練） 
第七条 操作施設の操作の机上又は実地における訓練を、年に１回以上行うものとする。なお、地域

防災計画又は消防団活動・安全管理マニュアル等による操作施設の操作に係る訓練を実施している

場合や、操作委託契約に基づく点検に合わせて行う場合などは、これによることができる。 
２ 前項の訓練は、操作に従事する者が参加したものでなければならない。 

３ 第一項に規定する訓練により、津波、高潮等の被害の防止又は操作に従事する者の安全確保の

ために必要があると認める場合は、操作規則を変更するものとする。 

（施設及び施設を操作するため必要な機械、器具等の点検その他の維持） 

第八条 施設及び施設を操作するために必要な機械、器具等の点検を実施するものとし、点検内容に

ついては別に定める。 

２ 前項の点検により、津波、高潮等の被害の防止又は操作に従事する者の安全の確保のために必

要があると認める場合は、施設の維持又は修繕その他の工事を行うものとし、点検並びに施設の

維持又は修繕その他の工事の記録について保管するものとする。 

（施設の操作の際にとるべき措置に関する事項） 

第九条 操作に従事する者は、操作施設の操作の際に、通行する車両、船舶等の安全を確保するため、

警報音の鳴動、動作状況の監視その他の必要な措置を講じるものとする。 

 

（細則） 

第十条 この操作規則に定めるほか、施設の管理上必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

１ この操作規則は、平成31年４月１日より施行する。 
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22 津波発生時の樋門・水門・防潮扉等操作規程 

水門、樋門及び陸閘の運用規程 

（目的） 
第１条 この運用規程は、「水門、樋門及び陸閘の操作規則」（以下「操作規則」という。）に基づ 

き、津波発生時及び高潮時における、地域の実情を考慮した詳細な施設運用及びその他必要事

項について定めることを目的とする。 
（対象施設） 
第２条 本運用規程における対象施設は、別表に記載した施設のうち、市町村管理の施設及び常時閉

鎖施設を除いた施設とする。 
２ 常時閉鎖施設を開門した者は、車両等が通行した後に閉鎖しなければならない。なお、知事は

常時閉鎖施設の周辺において、この旨を記載した書面を明示するものとする。 
（操作に従事する者の構成） 
第３条 水門及び樋門（以下「水門等」という。）の操作を行う場合の操作に従事する者の構成は、水

門等ごとに２名以上とする。 
２ 陸閘の操作を行う場合の操作に従事する者の構成は、陸閘ごとに２名以上とする。 

（津波発生時又は高潮時の操作方法） 
第４条 水門等及び陸閘の操作を行う場合の操作に従事する者（以下「操作員」という。）は、操作施

設の所在地に地震が観測された場合又は台風が接近するなど高潮が発生する可能性については、気

象情報等の掌握に努めるものとする。 
２ 操作員は、操作規則第四条第一項各号の状況に至った場合、もしくは市町村災害対策本部等の

指示を受けた場合には、それぞれ次の措置をとるものとする。 
一 操作員は、あらかじめ定めたとおり準備及び参集をするとともに、出動前に安全に操作・退

避するための情報（退避開始時刻、活動可能時間）の確認を行い、閉鎖操作態勢をとる。 
二 津波警報又は大津波警報（以下「津波警報等」という。）が発表された場合は、操作対象施設

へ出動（もしくは移動）し、操作施設ごとに定められた手順に従い、速やかに閉鎖操作を行う

ものとする。 
三 高潮警報又は高潮特別警報（以下「高潮警報等」という。）が発表された場合は、操作対象施

設へ出動（もしくは移動）し、操作施設ごとに定められた手順に従い、速やかに閉鎖操作を行

うものとする。 
四 高潮時において、水門等は現地での水位が上昇し逆流が生じている施設に対して閉門操作を

行うものとする。 
３ 操作員は、操作規則第五条第三項第四号の規定に基づき操作する必要がある場合には、現地待

機も必要に応じて行う。ただし、この場合においても、自己の安全確保を優先するものとする。 
４ 操作員は、津波警報等又は高潮警報等がすべて解除された場合、もしくは市町村災害対策本部

等の指示を受けた場合には、それぞれ次の各号の措置をとるものとする。 
一 操作員は、閉鎖した操作施設を、操作施設毎に定められた手順に従い開門の操作を行うもの

とする。 
二 当該施設の操作が完了し次第、次の操作施設がある場合は移動し操作を行い、ない場合は閉

鎖操作態勢を継続する。 
（津波発生時の退避開始時刻） 
第５条 操作規則第六条第一項第一号に規定する退避開始時刻は、別表及び気象庁が発表する津波到

達予想時刻等を使用し、次に示す算出方法により算出する。なお、算定に使用する津波到達予想時

刻は、気象庁が発表する各津波予報区の津波到達予想時刻を基本とする。ただし、より近 隣の主

な地点の予想時刻が把握できた場合には、それによることもできるものとする。 
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（算出方法） 
・[退避開始時刻]＝[津波到達予想時刻]－[退避時間]－[余裕時間] 

（報告） 
第６条 操作規則第五条第四項に基づく施設操作完了時の報告は、次の各号のとおりとする。 

一 管理要領第３に基づき市町村長等へ操作を委託している場合は、受託者は操作員からの操作

完了報告を受け次第、知事へ報告するものとする。ただし、やむを得ない事情により報告する

ことができない場合は、この限りでない。 
二 操作委託をしていない場合は、操作員は操作完了次第、知事へ報告する。ただし、やむを得

ない事情により報告できない場合は、この限りではない。 
２ 操作規則第六条第五項に基づく退避完了時の報告は、以下のとおりとする。 
一 管理要領第３に基づき市町村長等へ操作を委託している場合は、受託者は操作員から退避完

了報告を受け次第、知事へ報告するものとする。ただし、やむを得ない事情により報告するこ

とができない場合は、この限りでない。 

二 操作委託をしていない場合は、操作員は退避完了次第、知事へ報告する。ただし、やむを得

ない事情により報告できない場合は、この限りではない。 

（施設の操作の訓練） 

第７条 操作規則第七条第一項に規定する施設の操作の訓練の内容は、操作の確実性、迅速性の向上

や、操作、退避ルールが実態に即したものとなっているかの検証に資する内容とし、具体的な内容

は、想定事象（津波発生時、高潮時等）を踏まえた訓練毎の実施計画によるものとする。 

２ 知事は、前項に規定する訓練や次条第一項に規定する点検等の機会を活用して、操作員に対し

て平常時から操作の方法、安全確保にかかる事項等の周知に努めるものとする。 

３ 第一項に規定する訓練等により、津波等の被害の防止又は操作員の安全確保のために必要があ

ると認める場合は、本運用規程を変更するものとする。 

（施設及び施設を操作するため必要な機械、器具等の点検） 

第８条 操作規則第八条第一項に規定する施設及び施設を操作するために必要な機械、器具等の点検

の種類及び内容は、次の各号のとおりとし、詳細は別に定める。 

一 定期検査、日常点検（作動確認、目視点検等）、臨時点検 

二 点検の頻度 

三 点検の記録、保管 

（操作員に対する補償） 

第９条 操作員は、水門等及び陸閘を操作中などの被災に備え、補償が受けられる保険等に加入する

こと。なお、その補償は、天災等による被災の場合にも補償されるものとする。 

（雑則） 

第10条 この運用規程に定めるほか、施設の管理上必要な事項を別に定めることができる。 

 

附 則 

１ この運用規程は、平成31年４月１日から施行する。 
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23 水防信号 

 
備考１ 信号継続時間は適宜とする。 

２ 打鐘のほか、太鼓も併用する。 
 
 
 

24 水防警報発令標識 

 
第１図             第２図            第３図 

 
 
約 

60                   形状大きさ適宜 

㎝ 

 
 
 
 

約90cm 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

種 別 打 鐘 信 号 余 い ん 防 止 サ イ レ ン 信 号 

出 動 
●－●－● ●－●－● 
       （３点） 

約５秒 
   約６秒 

避 難 ●－●－●－●－● 
約３秒 
 

約２秒 

 
 
 
          白 
 
 

 

東 浦 町 

 

水防警報発令中 

赤→ 

青 
白 

白 青➡ 
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25 公用負担権限証明書 

 

 
公用負担権限証明書 

東浦町消防団   分団 

分団長  氏   名 

 

上記の者に    の区域における水防法第 28 条第１項の権限行使を委任したことを証明

します。 

 

年  月  日 
知多郡東浦町長   印 

 
 

 

26 公用負担証 

 

（第  号） 
公 用 負 担 証 

 
目 的 別   種類 
負 担 内 容   使用      収用      処分等 

 
年  月  日  

知多郡東浦町長    印 
事 務 取 扱 者    印 

 
殿 
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27 水防報告書（水防管理団体） 

 
第1号様式 

水 防 報 告 書（水防管理団体） 

 

報告者       番号      内線 

水防管理団体名 令和  年  月  日報告 

増水（出水）の概要 

級  川水系   川始め   河川 

最高時間雨量  ｍｍ  月 日 時     地内 

総雨量    ｍｍ  月 日 時  月 日 時 

水 

防 

活 

動 

実 施 日 時 月  日   時頃 ～   月  日  時頃 

実 施 箇 所 

№ 河川名 左右岸 位置 人員 実施工法 

１ 

２ 

３ 

 

 

 

 

 

 

 ｍ 

 

 

  名 

 

 

 

延出動人員 
自衛隊   名 居住者   名 

消防団   名（  ）   名  計    名 

水防作業の概要 

及び水防工法 
 

水
防
の
結
果 

種  別 人 家 屋 田 畑 堤 防 その他 

水防の効果 
名 棟 ha ｍ  

被   害 
     

使 用 資 器 材 

種  類 数  量 単 価 金 額 （ 円 ） 

    

特 記 事 項 
 

 
備考 
「増水（出水）の概要」「実施箇所」・・複数ある場合は別紙に記載すること。 
「特記事項」 ① 水防功労者の氏名、年齢、所属、功績概要 

② 破堤又は越水箇所を記入すること。紙面が足りない場合は別紙とすること。 
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第２号様式 
 

令和  年台風第 号における水防活動 
(愛知県知多郡東浦町消防団・令和  年 月 日～ 日) 

 
○概要 

 

 

 

活動時間 出勤延人数 主な活動内容 

 / ～ / 

約 時間 

 

    名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
川左岸(  地先)   川左岸(  地先) 

 
 
 
 
 
 
 

   川右岸(  地先)   地区の浸水被害 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水防活動または被

害状況写真 
水防活動または被害

状況写真 

水防活動または被

害状況写真 
水防活動または被害

状況写真 

水防活動実施個所地図 

追加資料(水防計画) 
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